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コロナが蔓延し尽した今、これからの私達の生活のあり方は？ パート８、 

 

７月半ばより始まった新型コロナ感染症（COVID-19）オミクロン株の第 7 波も既にピ－クを超えて、

全数把握も全国一斉にしないことに9月26日よりなりました。    

新型コロナ感染者の全数把握の簡略化に伴い、感染者数の発表方法も、母数が限られ実態を表せない、

とのことで発表をやめるかと思ったらいまだに発表されています。どういう計算方法を採っているのか分

かりませんが、私達は私たちの方法で今まで通り対応していければ良いと思います。 

 

要は、各スタッフが、主体的に、多職種協働で、感染対策の基本を忘れずに、濃厚接触の可能性あれば

症状がなくても早めに把握してホウ・レン・ソウを心がけ、例え自身が感染していても他者には遷さない

筈だという予防対策を守ること、ということです。症状がなくてもホウレンソウは必要ですが、症状があ

ればなおさら必須で積極的に勤務を休むことです。 

 

これまでは、クラスターが出なかったのは私達は運がよかった、とも言えますが、これからもいたずら

に迷うことなくこの「多職種協働」を今まで通り自覚しながら、着実に実践していけば、大丈夫です。 

 

感染予防対策の基本は、いつも言うように下記です。 

 

１， これまでの予防対策の基本（マスク・換気・黙食・手指消毒等）を守っていればまず感染しま

せんし、万一本人が感染したとしても、他人に感染させる心配はないことが分かっています。 

 

２， 周りに感染者があふれていますので県外移動云々は意味ありません。不特定多数と接触する場合、

友人でも久しぶりに会う場合、これを意識することです。この場合には「2日ルール」、「3 日ルー

ル」、「5日ルール」のどれかをリスクに応じて適用することになりますので同僚・上司へのホウ・

レン・ソウが必須です。 

 

 

 

 

 

老人保健施設一羊館の理念 

利用者の方々すべてに尊厳・安心・満足を！ 

 

一羊館の行動指針 

私たちは、保健・医療・福祉の架け橋のプロに徹します。 

私たちは、利用者のQOL・職員のQOL・健全経営の３立を目指します。 

私たちは、質向上のために日々の小さな工夫を忘れません。 

話合いの３原則：  

①相手の意見は決して否定しないでしっかり聞きます。 

②自分の意見はしっかり言う。ポジティブ表現で言います。 

③正解は一つではないことを自覚して自制します。 


